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神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立磯子工業高等学校長（全日制）  

令和８年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 

４年間の目標 

（令和６年度策定） 

 

１年間の目標 

取組の内容 校内評価 
学校関係者評価 

（月日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①生徒の主体的な学

習を推進し基礎学力

の向上と、思考力･

判断力･表現力を育

む取り組みを充実さ

せる。 

②情報及び情報技術

を適切かつ効果的に

活用し、問題を発

見・解決したり、自

分の考えを形成した

りしていくために必

要な資質・能力を養

成する。 

①「主体的・対

話的で深い学

び」の実現に向

けた授業改善を

推進する。 

②情報技術を活

用し、生徒の個

性を大切にする

授業を実践す

る。 

①校内研究授業等で各

教科の単元（題材）の

指導と評価について、

協議することで更なる

工夫改善を図る。 

②各ＨＲ教室に設置さ

れている電子黒板の効

果的な使用方法や生徒

１人１台端末の活用に

ついて、更なる研究を

進める。 

①②「生徒による授業

評価」等を活用し、達

成状況を評価する。生

徒一人ひとりの個別の

発想がいかに引き出さ

れたか。 

     

２ 

（幼児・児
童・） 
生徒指導・
支援 

①生徒会活動や部活

動の充実により、豊

かな人間性の育成を

図る。 

②生徒に基本的生活

習慣の確立と社会人

としてのモラルを身

に付けるための指導

を充実させる。 

③教育相談体制を活

用することで生徒理

解に努め、生徒が安

心して学べる安全な

学校づくりを進め

る。 

 

 

 

 

 

①生徒会等の諸

活動を通じ、自

ら考える人材の

育成を目指す。 

②社会人として

のモラル教育に

重点を置き、

個々の生徒に合

わせた指導を行

う。 

①生徒と対話する機会

を設け、生徒自身が主

体的に活動できるよう

に補佐、助言する。 

②あいさつ指導及び、

登下校指導を重点指導

項目として定め、定期

的な指導を行い、地域

社会との共生を生徒に

意識づける。 

①活動に伴う課題を解

決し、効果的に実施で

きたか。活動に対する

生徒満足度は高いか。

②年間を通して登下校

指導が定期的に行えた

か。それによる近隣か

らの連絡数の推移は減

少しているか。 

     



 

 視点 

４年間の目標 

（令和６年度策定） 

 

１年間の目標 

取組の内容 校内評価 
学校関係者評価 

（月日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 
進路指導・
支援 

①自らの進路につい

て、自己啓発の機会

を設け、将来像を創

造することのできる

人物を創る。 

②自らのキャリア設

計を行わせ、将来に

必要な資格･検定試

験や就業体験に取り

組ませるなど、キャ

リア形成を目指す。 

 

 

①様々な進路に

ついての情報取

集を行い創造

し、将来像につ

いての探究心を

育む。 

②生徒が主体的

にキャリア設計

できるように、

資格検定取得や

デュアルシステ

ム、インターン

シップの事業を

推進し、充実さ

せる。 

①進路についての情報

源を充実させ、活用す

る習慣をつけさせる。

①得た情報から、自ら

の将来像をまとめる機

会を設け、具体的な進

路活動方法を導かせ

る。 

②工業４科で資格試験

や技能講習会へ主体的

に挑戦できるよう激励

する。デュアルシステ

ムやインターンシップ

事業を協力企業へ依頼

し、生徒への説明会実

施や指導を重ねる。 

①進路についての情報

源について、効率よく

活用することが出来て

いるか。 

①将来の自分の姿を想

像できる様になった

か。 

②ジュニアマイスター

表彰生徒数が昨年度の

13名より増加したか。

デュアルシステム、イ

ンターンシップとも

に、就業体験が成り立

たないほどの欠席者が

でなかったか。 

     

４ 
地域等との
協働 

①家庭や地域、小･

中学校、総合学科高

校等と連携を通し

て、専門教育への理

解を図るとともに本

校の魅力･特色の発

信を行う。 

②地域に開かれ、地

域とともにある学校

づくりを進める。 

 

①小・中学校や

大学に対し、本

校の魅力・特色

の発信を強化す

る。 

①中学校の進路説明 

会にはできる限り出席

し、本校の学校活動を

ＰＲする。 

①小学校への出前授 

業や本校の施設見学な

ど、連携を強化する。 

①教員を志望している

大学生に対し、工業高

校の特色を説明し魅力

を発信する。 

①中学校で実施され 

る説明会への出席回

数。 

①小学校への出前 

授業の回数と施設見学

の回数。 

①大学への訪問回 

数。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

①不祥事防止を徹底

するとともに、教職

員の実践的指導力の

向上を図る。 

②生徒の防災意識を

高め、安全対策を一

層強化するととも

に、地域と連携した

災害時の体制整備を

進める。 

 

 

 

①組織的な取り

組みを通じてコ

ンプライアンス

意識を向上さ

せ、不祥事防止

に向けた意識啓

発を徹底する。 

②生徒の防災及

び防犯意識の向

上を図り、有事

の際の行動力を

高める。 

①教職員が取り組みや

すい内容の不祥事防止

研修会を実施し、コン

プライアンス意識の向

上を図る。 

②火災を想定した訓練

等を通じて、防災意識

及び非常事における判

断力及び行動力を高め

る。 

①不祥事防止会議と研

修の連携による取り組

みを行い、効果的な研

修を通じて教職員の意

識向上が図られたか。 

②火災を想定した訓練

を実施できたか。ま

た、防災意識及び非常

時における判断力及び

行動力を高めることが

できたか。 

     

 


